
問 題
令和５～７年度は，運動部活動の地域移行を改

革する集中期間として位置づけられている。それ
ゆえ，運動部活動を学校教育と地域活動の両面か
ら捉え，部活動の意義を達成しうる環境を見直す
時期となっている。その活動が展開されるにつれ
て新たなつながりが生まれ，人間関係の拡大が期
待される（朝倉, 2023）。

ただし，そこに到達する過程では一時的に仲間
関係の質が流動的になり，不安感を高める生徒が
出てくることも想定しておく必要がある。した
がって，今後変化していく部活動では，平素の人
間関係を拡大して形成・維持する社会的スキルが

重要な意味をもつこととなる。
部活動で重要な社会的スキルの１つとして，各

部員の積極的な自己表現が活動への積極的行動や
満足感を高めることが示唆されている（吉村,
2010）。ただし，部内には自己表現が苦手な部員
も存在する。西田（1996）によると，学習意欲の
低いクラスを担当する体育教師の発言では指示に
関する内容が多いことを示した。それゆえ，自己
表現に消極的な部員にとって，自己主張を積極的
にするよう激励されることはむしろ強制的な指示
として受け止められ，かえって委縮して心理的負
担感を高めることが考えられる。その結果，自主
性を低下させる要因になることも予想される。集
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中学運動部員の所属感・行動における
積極的自己表現と自己への気遣いとの関係

吉村 斉1＊

要約：本研究は，中学運動部員の所属感・行動における積極的自己表現と自己への気遣いとの関係を検討
したものである。調査対象者は，中学校１・２年生393名であった。調査は質問紙法で実施された。主な結
果は以下の通りである。まず部員との信頼について，男子の場合は自己への気遣いに関係なく，積極的自
己表現Ｈ群が積極的自己表現Ｌ群よりも部員との信頼が高かった。一方，女子の場合，自己への気遣いに
関してはマインドフルネスのみが高いマインドフルネスＨ群で積極的自己表現Ｈ群が積極的自己表現Ｌ群
よりも部員との信頼が高かった。次に部活動への積極的行動について，性別を問わず，マインドフルネス
Ｈ群と自己批判のみが高い自己批判Ｈ群において，積極的自己表現Ｈ群の方が積極的自己表現Ｌ群よりも
部活動への積極的行動が高かった。一方，両尺度得点が高い自己批判－マインドフルネス群では積極的自
己表現による差は見られなかった。それゆえ，中学運動部員の所属感・行動と積極的自己表現との関係は
自己への気遣いに応じて規定されること，自己表現が苦手な部員を支援する上でマインドフルネスと自己
への気遣いの両変数が有効になることが示唆された。
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団適応では，自分が仲間から受容されていると感
じ，仲間と信頼関係を形成していると捉える所属
感の重要性も示唆されている。それゆえ，所属感
を保障できるよう，自己表現が苦手な生徒への支
援は活動機会を保障する上で重要な課題となる。

これまで，受容を基盤に積極的な行動が生まれ
てくることはMaslowの欲求階層説からも示唆さ
れてきた。また，チームの一員と思えることが社
会的孤立の度合いの低さ（Barber, Eccles & Stone,
2001）や社会不安の減少（Schumacher Dimech &
Seiler, 2011）と関連するなど，その後の人生にお
いて意味のある体験となっている。そのために
も，自己表現の育成を前提に，苦手な生徒が所属
感を覚えて積極的に行動できる環境づくりが人材
育成においても必要となる。その結果が自己表現
をしやすい雰囲気を醸し出し，その育成に寄与す
ることも期待されるからである。ただし，所属感
は安定的ではない。それゆえ，困難な状況におい
ても仲間同士の相互理解を深めるためには，まず
自分自身を安心させるようにする「自己への気遣
い」が求められる。

自分自身を安心させることの効果について，い
くつか検討が進められている。例えば，Neff &
Beretvas（2013）によると，安心させることは人
間関係の機能が改善することにつながる。また，
Neff & Pommier（2013）は，人間関係における共
感性や役割取得につながることも示している。つ
まり，他者との相互理解へつながることが示唆さ
れている。このように，自己への気遣いは人間関
係を形成・維持しながら，相互理解を深める過程
において，自己へ思いやりをもつスキルは自己表
現を生み出すことを探る心理的側面になると考え
られる。

自己への気遣いを具体的に考える上で，セル
フ・コンパッションの理論が参考になる。Neff

（2016）によると，セルフ・コンパッションとは「弱
み，つらさ，悩みを抱える自分に心優しく思いや
りをもって向き合う」ことである。さらに，困難
な状況で相互理解を深めるために必要な要素の１
つとしてマインドフルネスが挙げられている。

Kabat-Zinn（2003）によると，マインドフルネス
は「意図的に，今この瞬間に，判断することなく，
一瞬一瞬の体験の流れに注意を払うことによって
得られる気づき」と定義されている。本研究では，
自ら苦しみを緩和して対処する思考の特性をマイ
ンドフルネスと位置づけ，自己への気遣いを構成
する主要な要因として取り上げることとする。

さらに，Germer & Neff（2019）によると，マイ
ンドフルネスをセルフ・コンパッションと総合的
に組み合わせ，つらい思いをしている自分自身に
優しくすることも合わせることによって苦しみを
軽減することを示している。そのためには，セル
フ・コンパッションを構成する要因の１つである
自己批判の抑制が必要になることも考えられる。
Neff（2011）は，マインドフルネスが低いと，ひど
い興奮状態に陥りやすくなることを指摘してい
る。それゆえ，自らを安心させるためには過度の
自己批判を抑制する心理的統制も重要な要因にな
るといえる。

他方，マインドフルネスが過度に高いと，自己
の安心のみに満足することも心配される。それを
防ぐためには，自分自身を省みる意識も必要であ
る。適度な自己批判を伴うことで適度に自分自身
を安心させるようマインドフルネスが機能するこ
とが予想されるのである。そこで，本研究では自
己への気遣いとしてマインドフルネスと自己批判
を軸とし，「過度に自己批判をせず，自分の苦しみ
を受け止めて自分自身を安心させるよう心がける
態度」と定義して検討を進める。

このように，運動部員の部活動における所属感
や積極的行動（以下，「所属感・行動」と略記）を
保障するための支援を考える上で，積極的な自己
表現の育成に加え，自分自身の心的状態に気づく
ことだけでなく，自分自身に対する優しさも含め
た「自己への気遣い」との関係を検討することが
重要になる。このように，積極的な自己表現を推
進する一方で，自己表現が消極的な生徒を無視す
ることなく，自己への気遣いを同時に取り上げて
検討することは，誰１人取り残すことなく有意義
な部活動生活を送るために必要な環境構成を考え
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る糸口になると期待される。したがって，これら
の関係が明らかにされれば，特に自己表現が苦手
な生徒へも考慮しながら生徒の自己表現の発達を
支援する上で意義があるといえる。

以上のことから，積極的な自己表現（以下，「積
極的自己表現」と表記）と自己への気遣いとの関
係について検討する。積極的自己表現が高い部員
の所属感・行動は全般的に高いこと共通すること
は，吉村（2010）で既に示された。以下では，特
に積極的自己表現が低い部員に焦点を当てて結果
を予想することとする。

Neff（2003）によると，マインドフルネスは不
安と負の相関関係にある。それゆえ，積極的自己
表現が苦手であっても，自己批判を感じながらマ
インドフルネスも伴って安心させることによって
そのままの自己を受け入れることができれば，積
極的に自己表現をしている人と同様に不安感を緩
和することができると考えられる。それゆえ，部
への所属感・行動を低下することも抑制すること
ができると予想される。

ところで，青年期における集団の仲間関係は男
女間で様相が異なることも考慮する必要がある。
吉村（2007）によると，積極的に自己表現をして
いる女子中学生は男子中学生に比べると特定の友
人とのつきあいを優先することで友達や学校への
満足感が高いことが示唆された。つまり，積極的
自己表現と所属感・行動が自己への気遣いに応じ
て規定される様相は，個人間の影響を受けやすい
女子部員にあてはまることが考えられる。

以上の関係を総合し，本研究では以下の結果を
予測して検討を進める。
仮説：積極的自己表現が高い男子部員では自己

への気遣いに関係なく所属感・行動が高いが，女
子部員の場合はマインドフルネスと自己批判が高
い中でさらに積極的自己表現が苦手な場合，所属
感・行動は低くなる。

方 法
調査対象者

調査対象者は，Ａ県内公立中学校４校，私立中

学校１校の運動部員１，２年生397名（男子252名，
女子141名，未回答４名）であった。公立中学校の
中には，既に一部の部で地域移行を行った経験の
ある学校や現在は連合チームを結成して活動して
いる部を有する学校も含まれていた。

なお，本研究では性差も検討要因であることか
ら，未回答の４名を除いた393名を分析の対象と
した。また，本研究の結果は主として環境への適
応に影響されるものである。青年期における社会
的スキルの発達となれば，その様相は乳幼児期と
異なり，年齢や学年による進行が主たる要因とは
いい難い。そこで，分析は学年を込みにして行う
こととした。

手続き
１．尺度の作成

本研究では，以下の尺度を作成して質問紙によ
る無記名調査を実施した。回答はいずれの項目も
５件法であった。
⑴ 積極的自己表現に関する尺度

学校生活の具体的な場面における自己表現の積
極性を測定するため，吉村（1997）や吉村（2010）
で作成された自己表現・主張の項目を参考に，対
人場面で積極的に自分の意見を伝えたり主張した
りする内容の９項目を使用した。
⑵ 自己への気遣いに関する尺度

有光（2014）が作成したセルフ・コンパッショ
ン尺度日本語版を参考に，調査協力校の教員や公
立中学校が所属する自治体の教育委員会などと意
見交換を行い，中学生の日常生活に関する内容に
適用できるよう修正した27項目を用いた。
⑶ 部活動における所属感・行動に関する尺度

部活動の場面において，仲間から受容されてい
ると感じたり，積極的に取り組んだりしているこ
とを測定するため，所属感・信頼感（高坂, 2011）
や部活動への適応感（吉村, 2010）に関する項目を
参考に15項目を作成した。

２．調査の実施
本調査の実施にあたっては，３年生が引退して
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２年生が部内の最上級生に移行した後，新たな仲
間関係を内省して評価することが可能な時期に実
施することを考慮した。そこで，多くの競技で大
会などが開催された後に実施することを優先して
調査協力校と調整した。その結果，2023年10月下
旬から12月中旬にかけて，各クラス担任による指
導の下，無記名による集団調査が実施された。

なお，本研究の分析は統計解析ソフトSPSS Ver.
28を用いて行われた。

倫理的配慮
本研究は，2023年度に著者が所属する研究機関

における研究倫理審査委員会で目的や方法，倫理
的配慮などに関する審査を受け，その承認を得て
実施された（承認番号：第38号）。

結 果
尺度の分析
１．積極的自己表現尺度の項目分析

作成された９項目が積極的な自己表現を測定す
る上で内的整合性を保っているか否かを確認する
ため，項目－全体相関係数を算出した。その結果，
各項目は.41～.76に分布していた（表１）。Cronbach
のα係数を算出すると.87と高い値が得られた。

以上の結果より，作成された９項目を積極的自己
表現の尺度得点を算出する項目として採用するこ
ととした。

２．自己への気遣いに関する尺度の因子分析と項
目の抽出
自己への気遣いに関する27項目について，構成

因子を確認するために因子分析（最尤法，プロマッ
クス回転）を行った。固有値のスクリープロット
によると，２因子解では6.53，３因子解では1.83，
４因子解では1.44，５因子解では1.36，６因子解で
は.88，…と推移し，６因子解以降は継続して緩や
かに下降していた（図１）。
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表１．積極的自己表現に関する尺度の項目－全体相関

図１．自己への気遣いに関する尺度における
固有値のスクリープロット



そこで，スクリー基準に則り，６因子から１を
引いた値にあたる５因子解を採用した。因子間相
関は-.17～.60に分布していた。回転後の因子負荷
量がいずれか１つの因子に対して.40以上を示し
た項目を尺度得点の算出として採用した（表２）。
累積寄与率は60.4%であった。

各因子の命名について，まず第１因子の９項目

は，つらい時に他者と比べて自分が孤立している
と捉える傾向に関することから「孤独感」と命名
した。第２因子の５項目は，つらい思いをしてい
る時に自分自身に対してやさしい気持ちで思いや
る傾向に関することから「自分へのやさしさ」と
命名した。第３因子の４項目は，自分自身を批判
する傾向に関することから「自己批判」と命名し
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表２．因子分析と「自己への気遣い」を構成する項目として抽出された２因子尺度の項目
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た。第４因子の５項目は，つらい時に自分自身を
落ち着かせようとする傾向に関することから「マ
インドフルネス」と命名した。最後に，第５因子
の３項目は，つらい思いをしているのは自分だけ
でなく，他者も同じであると考える傾向に関する
ことから「共通の人間性」と命名した。

なお，本研究では，自己への気遣いとして自分
自身を批判的に捉えることと，つらい時には自分
自身で落ち着かせるように心がけることを軸にし
ている。この研究目的に基づいて焦点を絞るた
め，５因子の中から「自己批判」と「マインドフ
ルネス」の２因子を抽出して尺度得点を算出する
項目として採用した。各因子尺度における
Cronbachのα係数は.87，.86と高い値が得られた。

自己への気遣いを構成する両因子尺度の構成概
念妥当性を確認するため，自己批判については本
研究の調査対象者とは別の中学１年生30名を対象
に「ミス（失敗）を過度に気にする」尺度得点（桜
井・大谷, 1997）との相関係数を算出した。この尺
度は自己志向的な完全主義を測定する尺度として
開発されたものである。それゆえ，完全を意識す
るあまりに自己を批判的に捉えて不安になる心理
状態の面で自己批判と正の相関を示すことが予想
された。その結果，r=.49（p<.01）と有意な相関関
係が示唆された。以上のことから，本尺度は自己
批判を測定する上で失敗を過度に気にして不安に
なる点に関して妥当性を有すると判断された。

次にマインドフルネスについて，調査対象者とは
別の中学１年生32名を対象に「居心地の良さの感
覚」尺度（大久保, 2005）との相関係数を算出した。
この尺度は個人が環境と適合していると意識して
いることを青年期の適応感と位置づけて開発され
たものである。特に安心できる環境であると意識
していることを意味する項目から構成されている。
それゆえ，ありのままの自分を表現して周囲の人々
と過ごす面でマインドフルネスと正の相関が予想
された。その結果，r=.54（p<.001）と有意な相関関
係が示唆された。以上のことから，本尺度はマイン
ドフルネスを測定する上で自分自身を安心させて
いる点に関して妥当性を有すると判断された。

３．部活動における所属感・行動尺度の因子分析
部活動における所属感・行動に関する15項目に

ついて因子分析（最尤法，プロマックス回転）を
行った。固有値のスクリープロットによると，２
因子解では2.32，３因子解では1.02，４因子解では.
78，５因子解では.43…と推移していた（図２）。

スクリー基準に則り，下降度が緩やかになる３
因子から１を引いた値にあたる２因子解を採用し
た。因子間相関は.58であった。回転後の因子負
荷量がいずれか１つの因子に対して.40以上を示
した項目を尺度得点の算出として採用した（表
３）。累積寄与率は63.3%であった。

各因子の命名について，第１因子の８項目は，
部員同士で信頼しあっているか否かに関すること
から「部員との信頼」とした。第２因子の７項目
は，部活動において積極的に取り組んでいるか否
かに関することから「部活動への積極的行動」と
命名した。各因子尺度におけるCronbachのα係
数は.94，.91であった。
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図２．部活動への所属感・行動に関する尺度に
おける固有値のスクリープロット



調査対象者の類型化
１．積極的的自己表現の群化

本尺度の項目当たりの平均値を尺度得点とし，
全体の平均値（M=2.67, SD=1.14）より高い群を積
極的自己表現Ｈ群（N=167），低い群を積極的自己
表現L群（N=197）とした。

２．自己への気遣いの類型化
自己批判とマインドフルネスに関する因子を抽

出し，２つの因子尺度得点を説明変数としたクラ
スター分析（k-means法）を行った。その結果，本
研究の分析に適した類型が抽出できること，解釈
可能であることを考慮し，３類型に分類した（表
４）。その内訳は，第１にマインドフルネス尺度
得点のみ全体の平均値より高い「マインドフルネ
スＨ群（N=122）」，第２に両尺度得点が高い「自
己批判－マインドフルネス群（N=133）」，そして
第３に自己批判尺度得点のみが高い「自己批判Ｈ
群（N=109）」の３種類であった。

積極的自己表現と自己への気遣いとの関係
本研究の仮説を検証するため，部活動における

所属感・行動に関する２つの尺度得点を従属変数
とした積極的自己表現(2)×自己への気遣い(3)×
性別(2)の三要因分散分析を行った。多重比較は
有意水準をα=.05としたTukeyのHSD法を用い
た。各尺度間の相関係数は表５に，分散分析によ
るF値および関連情報は表６に，各要因における
平均値と標準偏差は表７に示された。

１．部員との信頼
分散分析の結果，積極的自己表現，自己への気

遣い，性別の各主効果が見られた（F(1,348)=16.51, p
<.001; F(2,348)=15.30, p<.001; F(1,348)=15.00, p
<.001, MSe=.57）。多重比較の結果，積極的自己表
現ではＨ群がＬ群より有意に高く，自己への気遣
いについては自己批判－マインドフルネス群とマ
インドフルネスＨ群が自己批判Ｈ群よりそれぞれ
高かった。性別では男子が女子よりも高かった。
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表３．部活動における所属感・行動に関する尺度のプロマックス回転後の因子負荷量



また，以下の交互作用も認められた。まず自己
への気遣いと性別との交互作用（F(2,348)=5.50,
p<.01）について，単純主効果の検定を行うと，女
子では自己批判－マインドフルネス群とマインド
フルネスＨ群が自己批判Ｈ群よりそれぞれ有意に
高かった（F(2,348)=16.46）。他方，男子で自己へ
の気遣い各群間の有意差は認められなかった。

次に積極的自己表現と性別との交互作用（F
(1,348)=5.79, p<.05）については，男子において積
極的自己表現Ｈ群が積極的自己表現Ｌ群より有意
に高かった（F(1,348)=27.23）。他方，女子で積極

的自己表現各群間の有意差は認められなかった。
さらに，３要因の交互作用も認められた（F

(2,348)=4.18, p<.05, 図３）。単純主効果の検定の
結果，男子における自己への気遣い全群で積極的
自己表現Ｈ群が積極的自己表現Ｌ群より高かった

（マインドフルネスＨ群：F(1,348)=5.92; 自己批
判－マインドフルネス群：F(1,348)=4.64; 自己批
判Ｈ群：F(1,348)=17.90）。他方，女子のマインド
フルネスＨ群では積極的自己表現Ｈ群がＬ群より
高かった（F(1,348)=6.02）。
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表４．自己への気遣いの各類型における人数（N）と各因子尺度得点の平均値（標準偏差）

表５．各尺度間の相関係数

表６．積極的自己表現（A）×自己への気遣い（B）×性別（C）の分散分析の結果によるF値と有意水準



２．部活動への積極的行動
分散分析の結果，積極的自己表現，自己への気

遣い，性別の各主効果が認められた（F(1,352)=
29.98, p<.001; F(2,352)=9.02, p<.001; F(1,352)=
10.08, p<.001, MSe=.75）。多重比較の結果，積極的
自己表現については積極的自己表現Ｈ群が積極的
自己表現L群より有意に高かった。次に自己への
気遣いについては，自己批判－マインドフルネス
群とマインドフルネスＨ群が自己批判Ｈ群よりそ
れぞれ有意に高かった。さらに性別については，

男子が女子よりも有意に高かった。
また，積極的自己表現と自己への気遣いとの交

互作用も有意であった（F(2,352)=3.24, p<.01, 図
４）。単純主効果の検定を行った結果，マインド
フルネスＨ群と自己批判Ｈ群では積極的自己表現
Ｈ群の方が有意に高かった（F(1,352)=8.14; F
(1,352)=25.53）。一方，自己批判－マインドフル
ネス群では積極的自己表現による有意差は認めら
れなかった。
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図３．部員との信頼における性別にみた積極的自己表現と自己への気遣いとの交互作用

表７．各要因における平均値（標準偏差）



考 察
本研究では，中学運動部員１，２年生を対象に，

マインドフルネスと自己批判から構成される自己
への気遣いの程度に応じて，積極的自己表現と部
活動における所属感・行動との関係がどのように
異なるのかを検討した。以下では，得られた結果
に基づいて仮説の検証を行う。

本研究の仮説は，男子の積極的自己表現Ｈ群は
自己への気遣いに関係なく所属感・行動が高いも
のの，女子ではマインドフルネス－自己批判群で
さらに積極的自己表現Ｌ群の場合，所属感・行動
は低くなるというものであった。このことは３要
因の交互作用および関連する結果を検討すること
で考察できる。本研究では，部員との信頼におい
て３要因の交互作用が認められた。男子部員につ
いては，自己への気遣いの全群において積極的自
己表現Ｈ群の方が高かった。これに対し，女子で
はマインドフルネスＨ群で積極的自己表現Ｈ群の
方が高い結果が得られた。しかし，マインドフル
ネス－自己批判群や自己批判Ｈ群において積極的
自己表現による差は認められなかった。それゆ
え，男子に関する仮説は支持を得たが，女子につ
いては仮説と異なる結果であった。

他方，部活動への積極的行動においては積極的
自己表現と自己への気遣いとの交互作用が認めら
れた。全般的に男子の方が高かったものの，両者
の交互作用に男女間の差は交絡していなかった。

具体的には，マインドフルネスＨ群と自己批判Ｈ
群において積極的自己表現Ｈ群の方が高いことで
共通していたものの，自己批判－マインドフルネ
ス群では積極的自己表現による差が認められな
かった。男女間の差がなかったことから，部活動
への積極的行動についても仮説とは異なる結果で
あった。

以上のことから，本研究で設定した仮説は部分
的な支持を得たといえる。しかし，部活動への積
極的行動において自己批判－マインドフルネス群
で積極的自己表現による差がなかった点は，むし
ろ今後予想される部活動の変化へ対応する上で重
要な視点を提供すると思われる。なぜなら，吉村

（2010）などで指摘されてきた通り，積極的な自己
表現の育成が必要であることを前提としつつも，
自己表現をすることが苦手な部員が自己批判とマ
インドフルネスを有することによって積極的に行
動できるようになることが示唆されるからであ
る。

運動部の地域移行が推進される中，すべての地
域で地域移行が円滑に実現するとは限らない。特
に山間部などでは外部指導者の確保が困難になる
と想像される。それゆえ，例えば完全な地域移行
に限らず，平日は学校で，休日は複数の学校から
集まった地域の活動として部分的に移行するな
ど，活動の多様化もあるだろう。その場合，自己
表現が苦手なために複数の環境下で新たな人間関
係形成と維持に苦労する部員に対しては，積極的
自己表現を推進するだけではなく，まずは自分の
つらさを受容しつつも安心させることから始める
環境づくりが効果的であると考えられる。この知
見は，環境の変化に戸惑う部員を救い上げて集団
活動の活性化を推進するための対応を具体化する
上で意義があるものである。今後は，活動の動向
を観察しながら効果を検証することが課題であ
る。

同時に，自己批判とマインドフルネスの両要因
が高い部員でこの結果が見られたことは，自分自
身を批判的に捉えることにも意義があることを意
味している。自己批判は概してネガティブな思考
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図４．部活動への積極的行動における積極的自己
表現と自己への気遣いとの交互作用



として安心とは対をなす印象を抱かれやすい。他
方，マインドフルネスは自分自身を安心させる上
で効果的であるものの，人間が完全にマインドフ
ルネスでいることは実際には難しいことを
Germer & Neff（2019）が指摘している。仮にマ
インドフルネスのみが過度に優先されると，自分
自身のみに意識が偏り，他者や周囲を適切に見る
ことが困難になることも懸念される。こうした背
景より，現実を受け止めて未来を適切に考えてい
くためには，適度な自己批判を抱いて自分自身を
省みながら，それでも自分自身を安心させるよう
マインドフルネスが機能する心理的統制が，環境
の変化に対応して活動を進める運動部員，特に自
己表現を苦手とする部員を支援する上で求められ
ることが推察される。

Nilay & Özdemir（2024）によると，スポーツ活
動の経験がセルフ・コンパッションの発達を予測
することも示唆されている。それゆえ，因果関係
は一定でないことも予想される。その中で，本研
究の知見も活用しながら，どの状況でどのように
アプローチすることが有効であるかを具体化して
いくことが課題となる。とりわけ，地域移行や連
合チームによる活動の増加が見込まれる今後は，
活動を通じて自己への気遣いを実践する中で積極
的自己表現のあり方がどのように変化するのかを
追究していかなければならない。

続いて，研究方法の課題について考察を行う。
まず，本研究で作成された尺度は暫定的なもので
ある。特に妥当性・信頼性の検討は一部であり，
さらなる追究とその蓄積が課題である。また，調
査対象者である中学生は青年期前期に該当し，ア
イデンティティ形成がこれから本格化する時期に
あたる。それゆえ，発達段階を考慮すると，特に
マインドフルネスを内省する上で個人差が大き
かったことも考えられる。先行研究におけるマイ
ンドフルネスの様相は青年期後期や成人期以降を
中心に検討が進められてきたことから，青年期前
期の特徴を把握するためには内省する力と測定方
法との関連を確認することが今後の発展を目指す
上で課題となる。さらに，本研究は５件法で調査

を実施したが，内省が十分でなかった場合は項目
の表現の見直しと回答の偏りを避ける得点化の工
夫も検討しなければならない。

このように，本研究には追究すべき課題が残さ
れている。それでも，自己への気遣いのあり方に
よって，自己表現が苦手な生徒を支援する上で有
効になることを確認できた点は，今後学校以外に
おける活動が増えてくる運動系部活動で新たな人
間関係を拡大して適応するための糸口を提供でき
た点で意義があったと思われる。

付 記
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Relationship between Junior High School Athletes’ Positive Self-Assertion
and Self-Consideration in Relation to their Sense of Belonging and Positive

Behavior toward Club Activities

Hitoshi YOSHIMURA1*

Abstract: This study examined the relationship between junior high school athletes’ positive self-assertion and self-

consideration in relation to their sense of belonging and positive behaviors toward club activities. A total of 393 junior

high school athletic club members participated by completing a questionnaire. The following significant results were

obtained: First, male participants in the H group (who scored high on the positive self-assertion scale) had higher trust

scores in club members than those in the positive self-assertion L group, regardless of their degree of self-

consideration. In contrast, female participants in the positive self-assertion H group showed higher trust scores in club

members than those of the positive self-assertion L group within the mindfulness subgroup, which had higher scores

only in mindfulness with regard to self-consideration. Regarding positive behavior toward club activities, regardless

of sex, the H group scored higher on the positive behavior scale than the L group within the mindfulness and self-

criticism subgroups. In contrast, in the self-criticism-mindfulness subgroup with high scores on both scales, no

significant difference was noted between the positive self-assertion H and L groups. The findings indicate that junior

high school athletes’ sense of belonging and positive behaviors are regulated by their levels of positive self-assertion

and self-consideration. In addition, these results suggest that mindfulness and self-consideration can effectively

support club members who have difficulty asserting themselves.
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